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testと良好な正の相関を示した．
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17．SPECTによる残存機能の予測（第2報）
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19．分化型甲状腺癌転移巣検出におけるTl・201シンチ

　　の評価

　　一1・131　diagnostic　doseシンチと比較して一
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　SPECTを用いた臓器体積の計算法として，われわれ

は集積程度に応じて体積（以下，有効体積）を算出する

方法を試みている，今回これを肺に応用するために，ま

ずファントム実験を行った．実験で算出した有効体積は

真の値に近似しており，この実験で得た条件を臨床に用

いた，臨床例では8例の99mTc・MAA肺血流シンチで，

先にわれわれの開発したplanar法にmatrix　ROIを用

いた体積計算法の結果と今回のSPECT法で求めた有効

体積を比較し，両者の間には相関係数0．94と良好な相

関が得られた．

　今後は手術例で術前に残存肺有効体積を予測し，スパ

イログラムや血液ガス等のデータと比較して残存肺機能

の予測を行う予定である．

　1－131治療の前に行っている1－1313　mCiを用いた

diagnostic　doseシンチおよびT1－201全身シンチを比較

し，臨床的有用性の検討を行った．転移巣検出率は1－131

54％，T1－20150％で両者を合わせると83％と高率とな

り，両シンチは相補う検査法と思われた．組織型による

検出率は，両シンチともに濾胞癌のほうが高値であった．

転移部位別では1－131はび漫性結節性肺転移の検出，

T1－201はリンパ節，び漫性結節性肺転移の検出に優れ

ておP，Tl・201の骨転移検出率は低い傾向がみられた．

1－131陰性例11例中7例（64％）がT1－201陽性で1例を

除き乳頭癌であった．両シンチとも陰性であった4例は

乳頭癌で，その血清サイログロブリン値は低い傾向を示

した．

18．上顎癌の99rnTc・MAA動注シンチグラフィーの有

　　用性
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　現在当院において上顎癌の治療は，①抗癌剤持続動注

療法，②放射線療法，③手術療法が行われている．抗癌剤

持続療法における留置カテーテルの位置確認に，99mTc・

DTPAをBackgroundとして370　MBq経静脈注入し，

99mTc・MAAを37　MBqカテーテル注入する方法が有

用である，Planar像に比較しSPECT像の方が99mTc－

MAA分布をより明確に描出でき，またSPECT像を他

のModalityの断層像と対比することにより，腫瘍の進

展範囲をよリ明確に把握すろことができた．

20．各種骨塩定量法の基礎的検肘
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　検討に供した骨塩定量装置は，末梢骨を測定対象とす

るSPA装置（Bone　densitometer）とDPA－X装置（DCS－

600）および躯幹骨を対象とするDPA装置（DUALO－

MEx　HC・1）とDPA－X装置（QDR－1000）の4機種であ

る，これらの装置を用いて，測定値の精密度と定量部位

について検討した．日差再現性で検討した精密度は，測

定対象によらず，DPA－X装置の方がSPAあるいは

DPA装置よりも優れていた．定量部位については，精

密度のデータおよび骨塩量の加齢による変化量などを考

慮して検討した．その結果，指骨では第2もしくは第3

中手骨が定量部位として適しており，榛骨では1β遠位

部が他部位よりも優れていた．また腰椎については，第

2～第4腰椎のBMD値の平均f直を用いろことが妥当で

あると思われた．
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